


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めに gekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊

料金例：空港〜ウィーン市内：
ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35

別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien    市内半日 : 月水金日
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947    ウィーンの森 : 火木土

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
鉄道と船で行くヴァッハウ渓谷／鉄道で行く日帰り
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト 

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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昨
年
十
二
月
十
四
～
十
八
日
に
か
け

て
、
日
本
原
子
力
学
会
熱
流
動
部
会
の

主
催
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
協
力
、
及
び
米
国
、
韓
国
、
中
国
な
ど

十
一
ヶ
国
の
原
子
力
学
会
と
国
内
二
機
関

の
共
催
に
よ
り
、
原
子
力
熱
流
動
、
運

転
と
安
全
性
に
関
す
る
国
際
会
議
が
那

覇
市
郊
外
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
二
十
五
ヶ
国
と
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
計
三
〇
七
名
の
参
加
が
あ

り
、
う
ち
我
が
国
か
ら
は
産
業
界
、
研
究

所
、大
学
等
か
ら
一
〇
六
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
本
会
議
は
、
二
件
の

総
合
講
演
、パ
ネ
ル
討
論
、

十
件
の
基
調
講
演
及
び

四
十
八
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
よ

り
構
成
さ
れ
、
計
二
三
八

件
の
論
文
が
発
表
さ
れ

た
。
我
が
国
か
ら
は
七
二

件
の
論
文
発
表
が
あ
っ

た
。
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、

福
島
第
一
発
電
所
事
故
後

の
原
子
力
熱
流
動
及
び

安
全
研
究
の
展
望
に
つ
い

て
、
各
国
の
専
門
家
が
見

解
を
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
の

参
加
が
あ
り
、
議
論
も
活
発
で
成
功
裏

に
会
合
は
終
了
し
た
。
会
議
終
了
後
の

十
九
日
に
は
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
へ
の
技
術
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
関
連

の
二
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
座
長
を
務
め
る

と
と
も
に
、
若
手
の
発
表
に
対
し
て
率

先
し
て
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
し
て
議
論

の
活
性
化
に
少
し
は
貢
献
し
た
と
思
う
。

将
来
の
国
際
会
議
の
開
催
や
研
究
協
力

に
つ
い
て
、
内
外
の
研
究
者
と
情
報
や

意
見
交
換
を
す
る
良
い
機
会
だ
っ
た
。

ま
た
、
熱
流
動
部
会
長
と
し
て
閉
会
の

挨
拶
を
す
る
な
ど
晴
れ
が
ま
し
い
場
面

も
あ
っ
た
が
、
北
京
の
国
家
原
子
力
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
ー
開
発
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る

か
つ
て
の
原
子
力
機
構
炉
心
損
傷
安
全

研
究
室
の
研
究
仲
間
と
再
会
し
た
こ
と

が
個
人
的
な
特
記
事
項
で
あ
る
。
会
合

前
半
は
時
な
ら
ぬ
嵐
に
見
舞
わ
れ
肌
寒

か
っ
た
が
、
後
半
は
沖
縄
ら
し
い
暖
か

い
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。

沖
縄
は
平
成
九
年
の
原
子
力
学
会
以
来

十
七
年
振
り
二
回
目
だ
っ
た
が
、
最
終

日
の
午
後
に
首
里
城
を
初
め
て
観
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
も
幸
運
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

対
比
で
は
、
国
際
観
光

都
市
と
し
て
の
両
市
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
二
千
年

の
歴
史
に
育
ま
れ
て
き
た

ウ
ィ
ー
ン
は
、
音
楽
と
芸

術
の
都
、
典
雅
な
宮
廷

文
化
に
彩
ら
れ
た
古
都

と
し
て
多
く
の
観
光
客
を

内
外
か
ら
集
め
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
上
半
期
の
宿

泊
数
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

通
年
換
算
で
約
一一
三
五
万

人
と
史
上
最
多
の
観
光
客

が
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

隣
国
ド
イ
ツ
か
ら
の
観
光
客
が
二
二
九
万

人
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
内
か
ら
二
二
三
万
人
、
ロ
シ
ア
か
ら

七
三
万
人
、
米
国
か
ら
五
五
万
人
と
続
い

て
い
る
。
我
が
国
か
ら
は
二
七
万
人
で
九

位
と
ア
ジ
ア
で
は
最
も
多
い
観
光
客
が

ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
て
い
る
。
ベ
ス
ト
テ
ン

で
欧
州
以
外
の
国
は
米
国
と
日
本
だ
け

で
あ
る
。
宿
泊
観
光
客
の
八
割
以
上
が

外
国
か
ら
と
い
う
の
が
す
ご
い
。

　

一
方
、
京
都
の
二
〇
一
三
年
の
宿
泊
者

数
は
、
一
三
〇
八
万
人
と
過
去
最
高
の

二
〇
一
〇
年
の
一
三
一
〇
万
人
と
ほ
ぼ
同

数
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
観
光
客

が
一一
九
五
万
人
と
九
割
以
上
を
占
め
る
。

外
国
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
か

ら
回
復
し
、
史
上
最
多
の
一一
三
万
人
が

京
都
を
訪
れ
た
。
た
だ
全
体
の
九
％
弱

と
国
際
度
で
は
ウ
ィ
ー
ン
に
遠
く
及
ば

な
い
。
国
別
で
は
台
湾
か
ら
二
四
万
人
、

米
国
十
六
万
人
、
中
国
十
一
万
人
と
続

き
、
ア
ジ
ア
が
全
体
の
四
六
％
、
欧
州
が

二
二
％
、
北
米
が
十
六
％
を
占
め
る
。
一

昨
年
に
和
食
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

昨
年
に
は
米
国
の
旅
行
雑
誌
で
京
都
市

が
世
界
の
人
気
観
光
都
市
一
位
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
二
〇
一
四
年
は
記
録
を
大
幅

に
更
新
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
両
市

の
宿
泊
観
光
客
数
が
と
も
に
一
千
万
人
超

と
同
程
度
な
の
が
興
味
深
い
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
中
、
観
光
客
と
し
て
で
は
な
い
も
の
の
、

観
光
名
所
を
訪
れ
た
り
、
オ
ペ
ラ
や
美

術
の
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
。
現
在
住
ん
で
い

る
京
都
で
も
学
生
時
代
も
観
光
名
所
を

時
折
訪
れ
て
い
る
。
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
両
市
の
観
光
名
所
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン

の
観
光
名
所
の
一
つ
で
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ク
ォ
ー
タ
ー
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
訂
正
）
先
月
号
で
「
二
〇
一
二
年
の
山

中
教
授
」と
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 

41

須永恒雄訳／ゲルハルト・ロート 著
「ウィーンの内部への旅」彩流社

河野純一 著
「ハプスブルク三都物語」中公新書

ツバレエ団員が踊る／シュターツ
オーパーオーケストラ＆インゴ・
メッツマッハ―指揮でモーツァル
ト「フィガロの結婚」序曲を演奏
／カルロス・アルバレス他がオペ
ラアリアを歌う／エドュアルト・
シュトラウスのポルカシュネルを
デビュッタントが踊る／オープニ
ングワルツ：「美しく青きドナウ」

舞踏会２月 12 日 Opernball オーパンバル
オーパンバル 2015 のプログ
ラム：ファンファーレ／オー
ストリア国歌＆ヨーロッパ国歌
／ツィーラー「扇のポロネー
ズ」でデビュッタント登場／
ヨハン・シュトラウス 2 世「カ
イザーヴァルツァー」を橋本
清香＆木本全優も含めシュ
ターツバレエの団員が踊る／
ショスタコーヴィチ「バレル・
オルガン・ワルツ」をバレエ
アカデミーの学生が踊る／カ
ルマン「チャルダッシュの
女王」からの曲でシュター

今年のティアラ

左から：
Dominique Meyer, Direktor
Desirée Treichl-Stürgkh, Leiterin
Eva Dintsis, Generalsekretärin

15 歳 16 歳

ダンス教師が着るドレス


